
平成30年度　指定管理者制度導入施設の管理運営業務の年度評価

環境部環境政策課 問合せ 06-6858-2270
NPO法人とよなか市民環境会議アジェンダ21 問合せ 06-6844-8611

平成30年4月1日　～　平成31年3月31日

１．設立年
２．基本財産（資本金）
３．従業員数
４．所在地
５．関連施設・業務の管理
実績について施設・業務名
や実施年数

1.設立年　　　平成14年(2002年)
2.基本財産　　4,199,065円(前期繰越正味財産額)
3.従業員数　　4人
4.所在地　　　豊中市服部本町1-10-9
5.環境交流センターの管理運営を受託
　【第1期】平成25年度から平成29年度まで
　【第2期】平成30年度から令和4年度まで

1 事業達成度

【1】管理運営 平成30年度 平成29年度

① 施設の運営業務

（開館時間及び休
館日）

②
施設の維持管理業
務

１．清掃・警備・空調設備保守点検等の
　　委託業者との連絡調整・履行確認
２．施設の使用終了時の点検
３．建物等のき損等に関する市への報告
４．その他建物等を常に良好な状態に
　　維持すために必要な附帯業務

１．清掃・警備・空調設備保守点検等の
　　委託業者との連絡調整・履行確認
２．施設の使用終了時の点検
３．建物等のき損等に関する市への報告
４．その他建物等を常に良好な状態に
　　維持すために必要な附帯業務

① 事業内容

１．地球環境の保全等に関する活動の
　　ための交流の場の提供
２．地球環境の保全等に関する情報の
　　収集及び提供
３．地球環境の保全等に関する講座等の
　　開催及び啓発の実施
４．地球環境の保全等に関する会議、
　　研修、催し等へのセンターの施設の提供
５．その他

１．地球環境の保全等に関する活動の
　　ための交流の場の提供
２．地球環境の保全等に関する情報の
　　収集及び提供
３．地球環境の保全等に関する講座等の
　　開催及び啓発の実施
４．地球環境の保全等に関する会議、
　　研修、催し等へのセンターの施設の提供

毎週月曜日(その日が国民の祝日に関する
法律(昭和23年法律第178号)に規定する休
日に当たるときは，その翌日以後の最初の
休日に当たらない日)
年末年始（12月29日から翌年1月3日まで）

毎週月曜日(その日が国民の祝日に関する
法律(昭和23年法律第178号)に規定する休
日に当たるときは，その翌日以後の最初の
休日に当たらない日)
年末年始（12月29日から翌年1月3日まで）

施設名

所管部（局）課名

【2】事業運営

豊中市立環境交流センター

指定管理者

事業期間

指定管理者の状況

様式１



③ 事業目的の達成

　平成25年度から、環境活動や環境学習の
交流拠点となる施設として運用を開始し、平
成30年度から2期目の指定期間が始まった。
　施設の利用状況の指標として、年間12,000
人の来館者数をサービス水準として設定し
ており、平成30年度は年間18,458人が訪れ
た。
　昨年度より増加しており、これは、今まで以
上に市民のニーズに合わせた創意工夫のあ
る催しを開催することが出来たことにより増
加したものと考える。
　今後も引き続き市民のニーズの把握に努
め創意工夫のある事業を実施していくこと
で、安定した来館者数が望めるものと考えら
れ、事業の目的は一定達成しているものと
評価できる。
　来館者アンケートでは「オープンな雰囲気、
誰でも気軽に利用できる、子ども達も自由に
使える」といった意見もあり、多くの方が気軽
に利用できる施設となっている。実施事業に
対しても「親子で気軽に楽しめる」、「楽しく快
適な時間をすごすことができた」といった意
見があり、事業内容についても高評価を得
ている。一方で、施設の認知度については、
「何をしている所かわかりづらい」、「用がな
ければ入りづらい」などといった意見がみら
れる。

　平成25年度から、環境活動や環境学習の
交流拠点となる施設として、運用を開始しま
した。
  施設の利用状況の指標として、年間9,200
人の来館者数をサービス水準として設定し、
年間17,306人の来館者が訪れました。
　昨年度より若干減少していますが、これ
は、事業の見直し等によるものであり、今ま
で以上にニーズに合わせた創意工夫のある
催しを開催することなどにより、今後も安定し
た来館者が望めるものと考えられ、事業の
目的は一定達成しているものと評価できま
す。
　来館者アンケートでは「利用しやすい・気軽
に使える」といった意見もあり、多くの方が気
軽に利用できる施設となっているとともに、
実施事業に対しても「楽しい、もっと参加した
い」といった意見があり事業内容についても
高評価を得ています。一方で、施設の認知
度については、もっと目立つ表示など、入り
やすい仕掛けが必要といった意見がみられ
ました。

単位：千円 単位：千円

（収入）

指定管理料収入15,606千円
事業収入365千円
合計15,971千円

指定管理料収入15,962千円
事業収入649千円
合計16,611千円

（支出）

人件費支出10,854千円
受託事業費支出4,489千円
合計15,343千円

人件費支出10,199千円
受託事業費支出5,302千円
合計15,501千円

【3】指定管理業務におけ
る収支状況

１．ファンクラブ制度の運用、陶器とりかえ
コーナー、フリースペース・キッズコーナー、
エコゲーム、リサイクル工作、リユースコー
ナー、リユースバザー、親子フェスティバル、
エシカルマーケット、地域こだわりマルシェ＆
野菜市場、自然工作、おもちゃ病院、おはな
し会「わにわに」
２．ホームページの運営、多様な媒体や手法
による情報の発信、環境ギャラリー、身近な
生き物調査、図書などの閲覧・貸出し、学生
の環境活動の支援、地域との連携強化、近
隣団体・環境団体との連携、施設内での情
報提供
３．環境基本計画の啓発展示、地球温暖化
防止講演会、暮らしやモノを考える講座、エ
コクッキング、リサイクル工作展、自然観察
会、自然学習講座、自然ふしぎ発見クラブ、
自然環境の保全活動、制服・学用品のリ
ユース、施設間連携スタンプラリー、ESDセミ
ナー、キッズクラブ、サイエンスカフェ、持続
可能な消費に関する講座
４．施設でのイベント掲示板の設置、コピー・
大型プリンター・印刷機・紙折り機の利用、
打合せなどに伴う物品の貸出し
５．回収拠点（ペットボトル・インクカートリッ
ジ・使用済小型家電・蛍光灯・電池類・ベル
マーク・傘）、不用品交換コミュニティボード
の運営、環境情報検索用パソコンの設置な
ど

　陶器とりかえコーナー、回収拠点、コピー、
大型プリンター、印刷機の利用、リサイクル
工作教室、リユースバザー、リユースコー
ナー、修理体験講座、自然工作教室、おも
ちゃ病院、おはなし会「わにわに」、地域こだ
わりマルシェ＆野菜市場、サイエンスカフェ、
親子ぐるぐるフェス、暮らしやモノを考える講
座、環境コミュニケーション講座、ぴったんこ
隊mini、地球温暖化防止講演会、環境フォー
ラム、ESDセミナー、3R実践市民講座、リサ
イクル工作展、自然観察会、自然学習講
座、自然ふしぎ発見クラブ、身近な生き物調
査、生ごみ堆肥化講習会、野菜栽培講習
会、環境ギャラリー、学生の環境活動の支
援、緑のカーテンの実証、不用品交換コミュ
ニティボードの運営など実施状況②



2 利用者満足度

平成30年度 平成29年度

①
アンケート調査等の
実施状況
（実施日） 平成31年2月6日（水）～2月28日（木） 平成30年2月7日（水）～3月3日（金）

（アンケート対象）（回
答者数）

来館者109名（高校生以上） 来館者110名（高校生以上の方）

設問内容と回答
（満足度率）

〇スタッフの対応
　接客態度の満足度88.0％
　※改善すべきと思う点での意見の中で
「もっと押しが強くても良いのでは？」との意
見があった。
〇施設の利用について
　清潔さの満足度　　　65.7％
　貸室の利用満足度　36.7％
   ※「わからない・利用したことがない」と回
答した人・無記入・無回答を除いた場合、貸
室の利用満足度は78.8％となっており、昨年
度より減少している。
〇施設の利用目的
　貸室利用     27.5％
　行事に参加　21.1％
〇事業の満足度
　主催事業の満足度　54.1％
※「わからない・利用したことがない」と回答
した人・無記入・無回答の人を除いた場合、
主催事業の満足度は90.0％で昨年度より若
干低下している。

○スタッフの対応
　接客態度の満足度88.2％
　※改善すべきと思う点での意見の中で、ス
タッフの対応に関わる意見は昨年度に引き
続き0件であった。
○施設利用について
　清潔さの満足度66.0％
　貸室の利用満足度48.6％
　※「わからない・利用したことがない」と回
答した人・無記入・無回答を除いた場合、貸
室の利用満足度は90.8％となっており、昨年
度より低下している。
〇施設の利用頻度
　月3回まで15.5％
　過去数回40.0％
○事業の満足度
　主催事業の満足度54.5％
　※「わからない・利用したことがない」と回
答した人・無記入・無回答の人を除いた場
合、主催事業の満足度は90.9％で昨年度よ
り低下している。

② 苦情対応実績

施設の運営に係る苦情はなかった。 女子トイレの床面の隅の部分に汚れがある
との指摘があったことから、床面のワックス
をすべて剥離し、清掃したうえで再度ワック
スがけをしました。

③
利用者満足度向上
への取り組み

　ファンクラブ制度の会員数が573人と増加
した。ジュニアポイントカードの改善を行なっ
た結果、職員と子どものコミュニケーションの
機会が増えた。
　また、リユースバザーのような市民参加の
取組みや、ぴったんこ隊・ESDセミナーのよう
な市内の団体との連携による取組みを行う
とともに、南桜塚校区地域連絡協議会への
参加を継続することで、市民や市内の団体、
施設周辺地域とのつながりがさらに深まっ
た。

　ファンクラブ制度の会員数が485人と増加
しました。ファンクラブの意見を踏まえたジュ
ニアのポイントカードの改善やキッズコー
ナーの見直し、図書スペースの改善などを
行いました。
　また、施設がある南桜塚小学校区で活動
する地域自治組織である南桜塚校区地域連
絡協議会への参加など、施設周辺地域との
つながりを深めました。さらに、親子ぐるぐる
フェスや、制服・学用品の回収などを試行す
るなど、若い世代に向けた事業を実施しまし
た。

3 その他

平成30年度 平成29年度

①
個人情報保護の対
応状況

　個人情報保護管理責任者を設置し、指定
管理者の組織で運用している規則に基づき
適正に管理している。

　個人情報保護管理責任者を設置し、指定
管理者の組織で運用している規則に基づき
適正に管理しています。

② 情報公開実施状況

　情報公開責任者を設置し適正に運営して
いる。
　開示請求　0件
　また、ホームページ、ファンクラブ会員向け
メールマガジン、環境交流センターのおしら
せ（年12回発行）などで、事業内容やイベン
トの案内などを紹介している。

　情報公開責任者を設置し適正に運営して
います。
　開示請求　0件
　また、ホームページ、ファンクラブ会員向け
メールマガジン、環境交流センターのおしら
せ（年12回発行）などで、事業内容やイベン
トの案内などを紹介しています。

③
緊急時等への対応
状況

　緊急時の連絡フロー図を作成し対応できる
ようにしています。また、消防訓練等も実施
している。

　緊急時の連絡フロー図を作成し対応できる
ようにしています。また、消防訓練等も実施
しています。


